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厚生労働省より供与いただいたスライドから引用

平成6年に地域保健法が改正され地域保健対策に関する基本指針の策定がな
され、地衛研を「科学的かつ技術的に中核となる機関」として位置付けた
（平成6年厚生省告示第374号）。平成9年には、地方衛生研究所設置要綱の
改正が行われ、より一層の機能強化が図られたが、ここに至っても法的根拠
となるのは、この年出された事務次官通知だけであった（平成9年3月14日
事務次官通知 厚生省発健政第26号）。

厚生労働省より供与いただいたスライドから引用



5
厚生労働省より供与いただいたスライドから引用

１地衛研全国協議会主要メンバーと厚生労働省の意見交換
     計5回の意見交換会 2021.8.6~2021.10.21

２ 地方衛生研究所の在り方に関する調査等（厚労省委託事業）
     計4回の地衛研ワーキンググループ 2022.6.27~2022.9.13

厚生労働省より供与いただいたスライドから引用

2020年から始まった新型コロナパンデミックを契機に24年間
止まっていた地衛研の法制化への動きが一気に加速した



厚生労働省より供与いただいたスライドから引用



厚生労働省より供与いただいたスライドから引用

調査研究や試験検査等を実施する自治体の機関を「地方衛生研究所等」と規定。





⚫ 法的位置づけの明確化

⚫ 人材育成・実践型訓練の実施

⚫ 感染研や関係機関との連携強化

⚫ 健康危機対処計画の策定
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国立健康危機管理研究機構



地方衛生研究所と
国立感染症研究所との連携

検査法の構築



①手足口病（令和 5 年 6 月）Ver.2
北川和寛（福島県衛生研究所）、佐野貴子（神奈川県衛生研究所）、皆川洋子、伊藤 雅（愛知県衛生研究
所）、中田恵子（大阪健康安全基盤研究所）、河瀬 曜 山下育孝 四宮博人（愛媛県立衛生環境研究所）、芦
塚由紀 小林孝行 濱崎光宏（福岡県保健環境研究所）、水田克巳（山形県衛生研究所）、篠田大輔 塚越博之
猿木信裕（群馬県衛生環境研究所）、小室慶子（茨城県衛生研究所）、蕪木康郎（さいたま市健康科学研究セ
ンター）、長島真美（東京都健康安全研究センター）、岡本玲子、調恒明（山口県環境保健センター）

②ヒトオルソニューモウイルス(RS ウイルス) 令和 5 年 8 月改定 第 4.0 版
安達啓一（愛知県衛生研究所）、塚越博之（群馬県衛生環境研究所）、駒根綾子（川崎市健康安全研究所）、
筒井理華（青森県環境保健センター）、高橋雅輝（岩手県環境保健研究センター）、五十嵐映子（福井県衛生環
境研究センター）、岡部信彦（川崎市健康安全研究所）

③インフルエンザ診断マニュアル(第 5 版)（令和 5 年 8 月）
長野秀樹（北海道立衛生研究所）、高橋知子（岩手県環境保健研究センター）、新開敬行（東京都健康安全研究
センター）、清水耕平（横浜市衛生研究所）、小澤広規（横浜市衛生研究所）、安達啓一（愛知県衛生研究所）、
小橋奈緒（石川県保健環境センター）、森 愛（神戸市健康科学研究所）、三好龍也（堺市衛生研究所）
、河瀬 曜（愛媛県立衛生環境研究所）、吉冨秀亮（福岡県保健環境研究所）、眞榮城徳之（沖縄県衛生環境
研究所）、岡峰友恵（沖縄県衛生環境研究所）

病原体検出マニュアルと執筆協力者（地方衛生研究所）2023年度

2023年度－１

病原体検出マニュアルの作成・執筆協力・検証



④A群溶血レンサ球菌（Streptococcus pyogenes）検査マニュアル（劇症型溶血性レンサ球菌感染症起因株を含
む）２０２４年１月版
渡邉奈々子（福島県衛生研究所）、磯部順子（富山県衛生研究所）、伊達佳美（神奈川県衛生研究所）、山口
貴弘（大阪健康安全基盤研究所）、大塚 仁（山口県環境保健センター）、溝腰朗人（大分県衛生環境研究セン
ター）、奥野ルミ（東京都健康安全研究センター）

⑤ パレコウイルス検査マニュアル 令和 6 年 3 月 Ver. 1
北川和寛（福島県衛生研究所）、佐野貴子（神奈川県衛生研究所）、皆川洋子・伊藤 雅（愛知県衛生研究
所）、中田恵子（大阪健康安全基盤研究所）、河瀬 曜・山下育孝・四宮博人（愛媛県立衛生環境研究所）、芦
塚由紀・小林孝行・濱崎光宏（福岡県保健環境研究所）、池田辰也・水田克巳（山形県衛生研究所）、小室慶子・
新堀もなみ（茨城県衛生研究所）、塚越博之・猿木信裕（群馬県衛生環境研究所）、蕪木康郎（さいたま市健康科
学研究センター）、長島真美（東京都健康安全研究センター）、岡本玲子・調恒明（山口県環境保健センター）

⑥ 無菌性髄膜炎 病原体検査マニュアル：エンテロウイルス
石橋哲也 (福岡県保健環境研究所)、中田恵子 (大阪府立公衆衛生研究所)、山下照夫 (愛知県衛生研究所) 

2023年度－２

病原体検出マニュアルと執筆協力者（地方衛生研究所）2023年度

病原体検出マニュアルの作成・執筆協力・検証



期間 感染症 検査の実施

2003年 重症急性呼吸器症候群（SARS) 〇

2009年 5～7月 新型インフルエンザ（インフルエンザAH1N1pdm09） 〇

2012年～ 中東呼吸器症候群（MERS) 〇

2014年 8～9月 デング熱 〇

2017年 1～2月 刻み海苔を原因とするノロウイルス食中毒事例 〇

2018年 A型肝炎 〇

2020年～ 新型コロナウイルス 〇

2022年～ エムポックス（サル痘） 〇

近年の微生物分野における健康危機管理事例
（2003~2022年）

（東京都）

（東京都）

（COVID-19）

・数年に1回は新たな感染症が発生
・その都度、地衛研では検査体制の整備が必要

平時



2019年12月31日 中国武漢市における原因不明のウイルス性肺炎の報告

2020年 1月 5日 WHOから各国へ原因不明の肺炎クラスターの情報を共有

2020年 1月10日 スクリーニング・感染対策をまとめた通知の公表

2020年 1月14日 新型コロナウイルスの全塩基配列がGene bankに公開

2020年 1月15日 国内1例目の確定診断（感染研）

2020年 1月18日 感染研がPCR検査法公開

2020年 1月25日 国内3例目の確定診断（東京都健康安全研究センター）

2020年 1月29日 国内地方衛生研究所全てで、リアルタイムPCR検査が可能

新型コロナ感染症の検査のタイムライン

4日

13日

11日

1日



https://nextstrain.org/mpox/all-clades

エムポックス（Mpox）

clade Ia,Ib（コンゴ盆地型）

clade Ⅱa、clade Ⅱb
（西アフリカ型）

clade Ⅱb

2022年5月からクレードIIbによる国際的
な流行が発生し、WHOが「国際的に懸
念 さ れる 公衆 衛 生上 の緊 急 事 態
(PHEIC)」を宣言
(2022.7.23-2023.5.11)



エムポックス（IIb）の検査系配備に関する主要な初動対応の時系列

齋藤智也ら、IASR Vol. 44 p91-92: 2023年6月号

新型コロナウイルス担当の地研メーリングリストでの情報共有
都内1例目 2022年7月25日（東京都健安研）

Mpox (IIb)への対応



コンゴ共和国(DRC)でのクレードIbによ
る流行が発生し、2024年8月14日から
WHOが「国際的に懸念される公衆衛生
上の緊急事態(PHEIC)」を再度宣言

厚生労働省ホームページ「エムポックスについて」より引用

都内1例目 2022年7月25日



希望のあった81か所の地衛研にリアルタイムPCRの検査キットを送付

Mpox (クレード判別)への対応



Mpoxのクレード鑑別リアルタイムPCRマニュアル



エコーウイルス11型への対応





➢ すでにエンテロウイルスの検査マニュアルはあるので、
とりあえずはそれで対応可能

➢ 臨床上病原性などの問題が顕著で、明らかに特定のウイ
ルスが関与していると考えられた場合は、感染研や保健
所や医療施設と連携して対応（サンプル採取や検査の準
備‐リアルタイムPCRやNGSなど）→現在進行中

エコーウイルス11型への対応



地方衛生研究所・
国立感染症研究所・保健所・

本庁との連携

検査データの共有



平成30年6月29日付け厚労省事務連絡
「腸管出血性大腸菌による広域的な感染症・食中毒に関する調査について」
に基づいたMLVA情報共有

地衛研で検体からMLVA情報を取得

感染研に菌のMLVA情報を送り、MLVAタイプを決定。

成績書記載

保健所が食品保健総合情報システムNEFSDに登録

厚労省から定期的にメール

腸管出血性大腸菌



感染研番号 分離日 地研菌株番号 O:H VT1 VT2 MLVA type MLVA comp入手先 NESID. 自治体名 備考

181464 2018/8/17 EH-49-2018 O157 - + 18m0262 18c057 川崎市健康安全研究所 川崎市

181730 2018/8/13 KE-2923 O157 - + 18m0262 18c057 神奈川県衛生研究所 201837008 神奈川県

181855 2018/8/27 Y32664 O157:H7 - + 18m0262 18c057 横浜市衛生研究所 201839995 横浜市 品川区食中毒患者

182264 EC2018-290 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201848777 埼玉県

182657 2018/8/28 EC2018-250 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201840419 埼玉県

182658 2018/9/9 EC2018-277 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201843279 埼玉県

182659 2018/9/9 EC2018-278 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201843275 埼玉県

182660 2018/8/31 EC2018-279 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201840948 埼玉県

182661 2018/9/1 EC2018-280 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201841153 埼玉県

182662 2018/9/12 EC2018-282 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201843877 埼玉県

182671 2018/9/15 EC2018-294 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201844571 埼玉県

182672 EC2018-295 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201848758 埼玉県

182673 EC2018-296 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201848750 埼玉県

182674 2018/9/7 EC2018-297 O157:H7 - + 18m0262 18c057 埼玉県衛生研究所 201842722 埼玉県

190089 2019/1/5 SE18024 O157:H7 - + 18m0262 18c057 島根県保健環境科学研究所 201900421 島根県

dt180174 EH6137 O157：H7 - + 18m0262 18c057 東京都健康安全研究センター 201838612 東京都 食中毒（都内飲食店O）患者

食品保健総合情報システム（NEFSD）上で共有化

腸管出血性大腸菌



（朝日新聞）
2023年11月2日

腸管出血性大腸菌



EH111-14 EH111-8 EH157-12 EH26-7 EHC-1 EHC-2 EHC-5 EHC-6 O157-3 O157-34 O157-9 O157-25 O157-17 O157-19 O157-36 O157-37 MLVA型

-2 1 4 -2 2 4 10 -2 10 12 7 5 7 6 6 7 23m0483

感染研番号 発症日 分離日 地研菌株番号 送付書のO:H 感染研O:H添付書のVT1添付書のVT2MLVA type MLVA comp 入手先 受付月日 自治体名

dt231129 2023/10/24 2023/10/26
大分－23－
E021

O157:H + + 23m0483 大分県衛生環境研究センター 2023/10/31 大分県

dt231130 2023/10/25 2023/10/30
大分－23－
E022

O157:H + + 23m0483 大分県衛生環境研究センター 2023/10/31 大分県

dt231131 2023/10/23 2023/10/28
大分－23－
E023

O157:H + + 23m0483 大分県衛生環境研究センター 2023/10/31 大分県

dt231138 2023/10/17 2023/10/21 11455 O157:H + + 23m0483 宮崎県衛生環境研究所 2023/11/02 宮崎県

dt231154 2023/10/19 2023/10/23
23Y21周南：77
歳男性

O157:H7 + + 23m0483 山口県環境保健センター 2023/11/02 山口県

dt231155 2023/10/18 2023/10/25
23Y22防府：8歳
男性

O157:H7 + + 23m0483 山口県環境保健センター 2023/11/02 山口県

感染研からのMLVA情報

厚労省NEFSDのMLVA情報（直近6か月）

November 2, 2023 10:54 AM

今週発生の「ペッパーランチの件」につきまして、今のところ、O157 VT1+VT2 23m0483が関連株

として検出されている。

（メールでの感染研からの情報共有 アラート情報）

MLVA情報では地衛研と感染研の理想的な協力関係が構築できている

腸管出血性大腸菌



麻しん・レジオネラ症・ARI等で、国と地衛研の協力関係が進んでいる。

レジオネラ症の集積〔事案〕地域における麻しんの発生

その他の感染症



地方衛生研究所・
国立感染症研究所との連携

伝達網・研修会・人材育成



地衛研メール：2023/10/30 (月) 15:45（厚労省資料）



日 時：令和５年10月30日（月） 16:00-16:10
場 所：つくば国際会議場（地全協総会終了後に同会場にて開催）
出席者：
厚生労働省 原渕室長
感染研 脇田所長
地全協 吉村会長、四宮副会長・感染症対策部会長、調副会長

情報共有及び感染研と地衛研の連携の確認（訓練）



【感染研からの発言】
〇 X国で先月中旬に発生した、重篤な呼吸器疾患については、ゲノム解析により新たなインフルエンザウイルス（H５亜
型）によるものと判明した。
本日は、こうした状況を踏まえた情報共有及び感染研と地衛研の連携の確認と地衛研での検査体制準備に関する依頼
をさせて頂く。
(中略）
（情報共有・連携）
〇 既に地衛研へのゲノム情報等の情報提供を行っているが、さらに、今般の新型インフルエンザ（H５亜型）に対する
プライマーの配布を11月22日頃より行うため、円滑な検査体制の整備に向け準備お願いしたい。また、検査のマニュアル
も配布するので活用頂きたい。
〇 引き続き感染研と地衛研のしっかり連携を図っていくので、不明な点は感染研まで照会頂きたい。
（対応依頼）
〇 また、各都道府県の予防計画で定められた検査の数値目標を念頭において、早期の検査体制の立ち上げをお願い
する。準備が円滑に進むよう、感染研としても必要な協力をしたい。

【地全協からの発言】
〇 早期に検査体制を立ち上げることができるよう、早速対応したい。引き続き感染研と連携を図っていきたい。

【厚労省からの発言】
〇 11月９日に政府の訓練として、各県の知事との緊急オンライン会議が開催される予定である。今回の訓練が行われ
たこと及び上記感染研からの発言概要について、地衛研から本庁に報告し、知事にまで伝わるように情報共有をお願いし
たい。なお、緊急時においては、こうした会議を必ずしも対面で行うものではないことを申し添える。

地衛研メール：2023/10/30 (月) 15:45

情報共有及び感染研と地衛研の連携の確認（訓練）



国立感染症
研究所等

検査
マニュアル

保健所本庁

地方衛生研究所（地衛研）

厚労省

厚労省・本庁・地衛研等の関係性（情報共有の流れ）

病原体検査の
実施

危機管理発生時
の連絡経路



高病原性鳥インフルエンザ



国立感染症研究所

全国の地方衛生研究所

① 新規H5HA遺伝子解析検査
キットの動作確認依頼

動作確認実験
（愛媛、埼玉、東京、山口）

③ 新規検査キット配布
（事前に配布希望を調査）

② 動作確認
（結果突合）

高病原性鳥インフル新規検査キットの全国地衛研への配布の流れ

88か所の地衛研が参加希望



地方衛生研究所若手研修会

新機構へ移行後もこれまで以上に、地衛研主催の研修会やブロッ
ク会議への講師の派遣を含むご協力をお願いしたいと思います



まとめ

◆2022年から2023年の感染症法・地域保健法の改正により、地方衛生研究所が
法定化され、同時に感染研との連携強化が法律に明記された

◆これまでも、新型コロナやMpoxの検査体制の構築における連携・協力はス
ムーズに行われてきたが、よりスピーディーに進められるように今後も連携
を強化する

◆新機構に移行後はより一層、新興・再興感染症に備えて平時からの協力体制、
特に人材育成に関しての体制を強化して、より強固な連携をとれるようにし
ていきたい



ご清聴ありがとうございました

地方衛生研究所と感染研の連携

令和6年度 希少感染症診断技術研修会 2日目
令和6年12月19日（木）15：30～17:00

＜感染症サーベイランス・連携＞
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